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第 1章　公共施設緑化ガイドラインの流れ

　公共施設は地域のみどりの拠点や軸であるほか、不特定多数の市民が日常的に利用

する場であることから、身近に目に触れ、感じることのできるみどりを計画すること

が重要です。そして設置する公共施設の役割や目的に応じてみどりの機能や効果を最

大限に活用し、豊かなまちづくりの核として市民に愛される施設を整備していく必要

があります。

　当ガイドラインでは、みどりを多く創出するため量としての緑化基準を定めるとと

もに、みどりを多く感じられる緑視の向上の推進また、その実現に向けた緑化推進の

手続きを定めるものです。

（1）対象とする公共施設と緑化基準
（2）各施設の緑化コンセプト
（3）緑化面積の算出方法

（1）緑視の定義
（2）人の視野角
（3）緑視を増やす
（4）緑視向上の取り組み事例

[ 一般地表部の緑化事例 ]
（1）接道部
（2）プランター・コンテナ植栽
（3）駐車場
[ 建築物の緑化事例 ]
（1）屋上緑化（人工地盤）
（2）壁面緑化

[ 一般地表部 ]
（1）形態別
（2）環境条件別
（3）機能別
[ 屋上緑化 ]
（1）適応樹木
（2）利用頻度の多い地被類（グランドカバープランツ）
[ 壁面緑化 ]
（1）適応樹木
[ 道路緑化 ]
（1）街路樹・植栽帯
（2）維持管理の容易別

（1）協議の手続き


